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ダイアジノン（CAS no. 333-41-5） 

 

文献信頼性評価結果 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

ダイアジノンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、ほ乳類の発達への

影響を示すことが示唆され、試験管内試験の報告において、比較的高濃度においてエストロゲン様

作用を持つことが示唆された。 

 

(１)発達影響 

 Spyker と Avery（1977）によって、ダイアジノン 0.18、9.0mg/kg/day を受精日から出産日まで

経口投与された Hybrid マウスへの影響が検討されている。その結果として、0.18mg/kg/day 以

上のばく露群で妊娠期間中の母動物の体重増加量の低値、60日齢仔動物の rod cling endurance

試験における行動時間の低値、70 日齢仔動物の inclined place 試験における落下耐久角度の低

値、0.18mg/kg/day のばく露群で同腹産仔数の低値、よじ登り行動日の遅延、膣開口日及び包

皮分離日の遅延、9.0mg/kg/day のばく露群で１、２、３週齢仔動物体重の低値、100 日齢仔動

物の Lashley III迷路試験における走行速度の低値が認められた。 

 

（２）エストロゲン様作用 

 Manabeら（2006）によって、ダイアジノンについて、ラット下垂体がん細胞 MtT/Seを用いた

細胞増殖試験が検討されている。その結果として、ダイアジノンは、REC10 値（17β-エストラ

ジオール 1,000μMが示す活性の 10%に相当する活性を示す濃度）97μMの濃度において細胞増

殖を誘導した。 

 Kojima ら（2005）によって、ダイアジノンについて、ヒト卵巣がん細胞 BG1 を用いたレポー

ターアッセイ（プロモータ領域にヒトエストロゲン受容体応答性配列を有するレポーター遺伝

子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導）が検討されている。その結果として、ダイアジ

ノンは、REC10値 460μM の濃度においてルシフェラーゼの発現を誘導した。 
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（平成 22年度第１回作用・影響評価検討部会 資料 1-2より抜粋） 


